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開 催 日：平成 24年 3月 22日(木) 13:30 ～ 15:00 
場    所：室蘭工業大学 事務局 中会議室 
出席会員：(学外) 東 司，石井 博美，北山 茂一，工藤 忞，蓑嶋 裕典，山中 芳朗 
(学内) 土屋 勉，中野 博人，青柳 学，風間 俊治，清水 一道 
関係教職員：佐藤 一彦，野口 徹，加賀 壽，鴨田 秀一，石坂 淳二，伊庭野 洋，鈴木雍宏 


































































 本日の協議事項は２件ある。１件目は平成 23 年度の CRD センターの事業そのものについて，２件目
は新しい産学連携体制について協議したい。 




 平成 23年度の事業内容を説明する。 





























件数では，西胆振，道内は平成 20年度約 50パーセント，平成 18年度 60％ほどあった。しかし，現在









































































































































































































































































 良い問題提起を CRDセンター側からもらったが，提言，アドバイスをもらいたい。 
 
○センター長 
 補足させてもらうが，推進検討会議というのは CRDセンターのためだったのだが，今度は統括本部と
して外部の方の意見を伺うことになる。したがって，CRD センター推進検討会議は，これをもって発展
的に解消させていただく。ただし，皆さんからの意見は，しっかり受けとめて，次の統括本部の中で
の産学連携部門の活動の中に展開させてもらう。 
 
○議長 
Ｑ：提言というか意見というか。先ほどの平成 23 年度の事業と今後を見させてもらったが，特徴は草
の根運動と考える。イベントの数が非常に多い。こういうやり方も悪くないし，地域の大学らしいと
思うのだが，前々から言っているように，拠点を作るとか，仮に八幡製鐵所を作るような気持ちで，
ドンとやるような，そして求心力をもつようなやり口をもう少し検討してはどうか。今度，社会連携
統合本部がやるので，それが良いのではないかということだ。具体的に言うと，室蘭のみんなで特区
を申し込んだら良いのではないか。メタル＆リサイクル特区とか。市役所が主体にならなければなら
ないが，統括本部とやっていけば良いと思う。 
 今回７つの国際特区が採択になった。私の推測だが，最下位は多分北海道で，１番は多分北九州だ。
北九州特区は，ご存じのように 50年前，30年前は室蘭と同じ状態だったのだが，今はグリーンイノベ
ーションだ。ハイブリッドカーのリチウム電池のリサイクルや太陽光パネルのリサイクル，それから
センサー類なども回収しているのだ。水道事業とかにパッケージにして売っていくのだ。それを考え
たら清水教授がやっている船のリサイクルだって負けてはいない。ぐっと求心力を持つようなやり方
を，そろそろ考えていかれてはどうかと思う。北九州と福岡はその訓練を 20 年以上続けているのだ。
だからパッと出して，１位か２位か知らないが上位のほうで採択になる。特区だからいいわけじゃな
いが，やはり上からのお金が優先的にくるのが得である。 
 
○学外会員 
 私も市民懇談会やこの会で，先生方が地域に対してどうさばいてくれるかということを，ずっと CRD
センターも含めて期待してきた。常々，大学から地域に何を望むのか。大学側から見て，地域はもっ
とこういうふうなことをしてもいいのではないかとか。個別の実践例と組織として，清水先生のは素
晴らしい組織だったと思う。皆が集まって，皆が応援部隊なのだ。だから，工大でやっている防災と
か環境のことも，自治体からハザードマップを受けるだけでなくて，それを地域の中にしていくため
に組織を作っていくとかを考えていく必要がある。先ほどの医工連携も製鉄記念病院などとの取り組
みを積み重ねていって，さらに地域の介護や見守りのネットワークという形で社会システムを構築し
ていくには，大学側から地域に対して求めるという部分を少し強く出していく方が良いと思ってい
る。 
 
○学内会員 
先ほど議長が言ったように，北九州と室蘭はすごく似ていて，新日鐵やＰＣＢ処理施設も両方ある。
北九州の港湾ヒアリングに行くと，シップリサイクルは完璧に負けているけど，他のものはほとんど
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勝っていると言われる。注射針の処理とか，全て北九州に集めてやっているから，あれは議長が言う
とおり 20 年ぐらいやっていて，リサイクル事業に全国から見学に来るくらい特区に転じている。こう
いう先例があるし，日本製鋼所とか，新日鐵が室蘭にあるのだから，違った意味で活性化できるチャ
ンスもあるので，言われる通り，メタル＆リサイクル特区はいけるのではないかと思う。もう一つ言
えるのは，エネルギー特区にするべきだと思う。 
 
○議長 
 大きな構想を作るのは，本来大学の先生方は得意なのではないかと思う。 
 
○学外会員 
 それにはやはり企業の方がいないと難しい。地域には企業の方と雇用を生むような，成功する企画
書と言うか，当然事業計画を立てた時にアームとして銀行がいくら投資するかというのがあるので，
産学官民でやらないと難しいのではないか。特にその中心が今まで CRDセンターに丸投げしていたので，
それが組織化されるのはありがたいことだと思う。 
 
○センター長 
 今，学内にはもう少し違うステージもある。今まで研究シーズの部分はワンマンラボで教員が一人
でやっていたが，それを集めて線香から蝋燭のような太さに持っていかないと大変だろうという部分
もある。そこから次のステージが，今言われた話だと思う。学内の研究シーズも増やさないといけな
い時期でもあるので，そういったものとのバランスだろうと思って見ている。 
 先ほどのフード特区だが，本学にも食品，バイオ関係の教員がいるので，そういった所を売り込み
ながら太らせておくことが今必要かと思う。 
 
○議長 
 意見が幾つか出たところで，その他の協議事項に移らせてもらう。全く別の話題でも結構だが，事
務局の方で何か用意しているか。 
 
○センター長 
 用意していないので，時間があればフリーディスカッションでも構わない。 
先ほど説明したが，新しく統括本部となり，CRD センターの推進検討会は今回の開催をもって閉会さ
せてもらい，次のステージは統括本部の中でこの種の会議を作るということに賛同をもらえればと思
う（会員から賛同を得る）。 
 
○議長 
 外部評価会議はやはり先生方と企業の方と半々ぐらいでやっていくのか。 
 
○センター長 
 それはまた次のステージで検討していきたい。 
 
○議長 
 それでは本日の予定にあるとおり，ここで協議は終了させてもらう。 
 本日の議事録は私と事務局サイドに一任させてもらいたい。 
 
以後，加賀センター長の退職挨拶，野口理事の辞職挨拶があり，閉会。 
 
